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主題 生徒に興味 ・関心をもたせ、数学的な思考力を高める教材や指導方法の工夫

主題設定の理由

高等学校の数学科の目標の一つに、 「数学的な見方や考え方のよさを認識 し、それ らを

積極的に活用する態度を育てる」ことがあげ られる。 しか し、中学校か ら高等学校へ進む

につれて次第に抽象的な内容が増え、数学が比較的得意な生徒と苦手な生徒とに分かれ、

数学嫌いが増えていく傾向にあると言われている。

「教育課程の基準の改善の基本方向について」(教 育課程審議会:平 成9年11月)で

は、 「生徒の興味 ・関心、特性等に応 じて多様な選択ができるような数学学習の系統性 と

生徒選択の多様性の双方に配慮」 し、 「数学的な見方や考え方を社会生活に生かすことが

できる内容」を取 り入れた科目構成や内容について検討 してい くことが示されている。

本研究の主題では、生徒が数学の学習に主体的に取 り組むことがで きるような教材の開

発と指導方法の工夫に視点を当て、実践授業を通 して分析 ・考察することにした。
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1日 常的な題材による導入と具体的な作業を通 した等比数列の和の指導

概 要

等比数列の和の指導において 「複利計算法 による積立預金」を例 に導入 し、 「色別 タイ

ル」を用いて等比数列の和 についての規則性を発見 し、公式を証明する手がか りをつかみ

なが ら一般化 してい く指導を行 った。授業後、生徒 は等比数列の和を求 めることに興味 ・

関心を もちなが ら多様 な方法で公式を導 き、答を求 める過程で数学的に考え るよ うにな っ

た。今後、日常的な場面 と関連 させなが ら、公式を活用す る機会 を増やす ことが課題であ る。

1.研 究のね らい

新聞記事の紹介 と複利計算 法による積立預金の計算 など、 日常的な題材を導入 と して扱 うこ

とによって、生徒に等比数列の和 を求め ることに興味 ・関心 を もたせ るよ うにす る。次に、色

別 タイルを用いて等比数列の和を視覚的 に捉えさせ、生徒 自 らが タイルを並べ替え る作業 を通

して公式を一般化 し、数学的な思考 力を高めてい くことを目指 した(図D。

(1)研 究の視点

授業を通 して、次の視点 か ら分析 ・考察を行 った。

① 生徒の興味 ・関心等 につ いて

② 色別タイルの作業の結果 について

③ あ る生徒の色別 タイルによる解答について

④ 等比数列の和の公式の理解 につ いて

(2)今 日的課題 と数学的背景 との関連

文部省教育課程実施調査(1995,96)に よれば、「自ら考

え表現す るr新 しい学力観 』に立 った能 力が弱 い傾向が

あ る」との指摘がある。 「数学科 の指導において スロー

ラーナーが発生す る要因 と して は、数学の概念や法則が

非具体 的であ る」 と述 べ られて いる(文献[3])。そ こで、生

徒 自 らが色別 タイルを並 べ替え る作業 によ り、等比数列

の和を具体的 に把握 し、規則性の発見を通 じて 自ら考え

表 現 す る能 力 の育 成 を 目指 す 。 「帰 納 的 な 考 え方 」

(文献[2])を 用 いて、規則性 か ら一般化へ と導 く。
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〔図1:主 題 や テ ー マ との関 連〕

「数列の一般項や有限個の項の和について取

り扱 い、それ らの理解 と活用を図 る」(文献[1))た めに基本的な内容 を重視 し、数学的な見方 ・考

え方を育成す るために指導案を作成 した。

2.研 究の内容 ・方法

(D導 入時に複利計算法による積立預金の例 を取 り扱 うことが効果的か、色別 タイルの作業

が等比数列の和 の理解の助け となるか、 この指導案が公式 の理解度 を深めたか、生徒のっ

まづ きの原因 はど こか などについて研究す る。

(2)日 常的な生徒の学習活動を視野 に入れ、実践性を重視 して、研究授業 のVTR記 録及 び

一z

＼



生徒の ワー クシー トの解答やア ンケー トの結果を分析 し、考察を進 める。

(3)1人 の生徒の学習 の経過を追 うことによ り、思考過程 を分析 する。

3.教 材 と指導方法の工夫

(1)日 常的な題材による導入

生徒 の興味 ・関心を高めるため、等比数列の

和を導入す るときに、 日常的な題材 と して新聞

記事か らの ロー ン破産など社会問題を紹 介す る。

「複利計算 法による積立預金」を例に、生徒

が電卓で計算 した結果を ワー クシー トに記入す

る。 この計算 を通 して、各回の積立金が等比数

列 にな ることを確認 させる とともに、積立合計

が等比数列の和になることを理解 させ る。パ ソ

コン(表 計算 ソフ ト)を 利用 して、様 々な金利

にっいての積立合計を調べ、金利100%の 場合が

公比2の 等比数列 の和 にな ることを理解 させ る。

教科書 「数学A」 におけ る金利例の取扱いに

つ いて、現在発行 されてい る教科書23冊 を調査

したところ、83%が 複利計算法 による積立預金

の例を載せてい る。 しか し、等比数列の和の単

元の まとめや発展 として扱われ ている(図3)。教

Q.・ 年利596、1年 侮 の複 利 で鋒 年1万 円ずつ 積み 立て る と

き、9年 後 の積 立額 の合針 を求 め よ。

現在 1年 後 2年 後 9年 後

1回 i.0000 1.0500 1.1025 1.5513
●1万×1

.05

2回 / i.0000 1.0500 1.4775
8i万x1

.05

3回 / / 1.0000 L40?豆
'1万x1

.05

10回 / / / i.aoao 1万

合計 1.0000 2.0500 3.1525 12,578

〔図2:生 徒 に配 布 した ワー ク シー ト(一 部)〕

血利側の廓懸 金利の例の敢り接いとその時期

顯の抱奪鵠艮び罐辱ゆに擬った

〔図3=教 科書 における 〔図4:等 比数列の和

金利例 の取 り扱 い〕 の指導法〕

師に対す る指導法の調査において も、金利な どを例 と して扱 わない場合が42%で 、扱 っている

教 師の うち、92%が 指導後の応用 として扱 っている ことが分か った(図4)。

(2)色 別 タイルの利用

等比数列 の和の証明法 は、公比倍 した総和か ら総和を引 く(rS.-S。)。 この方法 は、等差数

列の和の証明法 に比 べて技巧的であ る。 そ こで、公比2の 場 合では、色別 タイルを用 いて等比

数列 の和を視覚的に捉 え、色別 タイルを並べ替え るなど試行錯誤 を

通 して規則性を類推する。 また、公比3の 場合では、色別 タイルを

用いて公比倍す ることの理 由や引 くことの意味を視覚的 に捉え させ

る。生徒 自身に色別 タイルを操作 させ ることは、等比数列の和の公

式を導 く過程 を視覚的に捉え、一般化 した公式の意味につ いての理

解を助 けるのに有効であると考え る。

① 公比2の 場合

1+2+22+23に ついて、 ワー クシー ト(図5)に、色別 タイルを並 び替

えた結果を記入 させ る。 この とき、色別 タイルの合計を表現す る計

算式 も記入 させる。思いついた並べ方全てにつ いて同 じ作業を繰 り

返 し、書 き出 した ものについてどの式や考 え方が適切 か、(◎ ○△

×)で 自己評価を記入 させる。次 に、色別 タイルを増や し、第4項

一3一
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ム それ ほ どでもない 　 ロ のえの よくない

〔図5:色 別 タイルの解答

用紙(一 部)〕



1

まで の 規則 が適 用 で き るか 確認 させ る。 そ こで 、

生 徒 の 代表 に 自分 の解答 を発 表 させ 、 どの考 え方

が 一 般 性 の あ る考 え方 か を検 討 させ る。 そ の後 、

タイ ルを増 や して1+2+22+23+2'+25・26-1の 発見 ま

で結 びつ け る。 これ を一般 化 して 、1+2+22+23+… 〔図6:ワ ー ク シー ト(公比3の場合㈱と3"-1の腋)〕

+2"-1・2°-1に な る こ とを 類推 させ る。

雌1三 蓋三諜 灘 唖 囲目3r4ｺyMVV。目L閣幽
3の 式 に な るか 発問 す る。 生 徒が 電 卓 を 用 いて 、3s・S・2S,

1爆ll諜嬉黙i調 騨闘臨羅
を発見 した後、色別タイルを用いて この関係の 〔図了:色別 タイルによる3S。-S。 の説明〕

正 しいことを、教師が次のよ うに説明す る(図7)。

A B AとBの 贋係

S2薗1十3

s,瞳1+3+ゴ

S、 翼1+3+♂+3'

S、 置1+3+ず+38+34

3'-1

83--1

34-1

●3-1

・公 比 が3で あ るか ら1,3,32の タイ ルを3組 用 意 す る。

・前 述 「2倍 」を 再確 認 し、3-1・2で あ るか ら、1組 の色 別 タ イ ル1,3,32を 取 り除 く。

・残 った色 別 タイル は2組 分 とな り、 「2倍 」 と関 連 づ け を図 る。

・最後 に2組 の色 別 タイル を並 び替 え る と、33-1の 形 に な る こ とを提 示 す る。

以 上 の よ うに 「公 比倍 して か ら引 く」 とい うこ とを 強調 す る と と もに 、 この方 法 が第4項 ま

で の和1+3+32+33に 適 用 で きる ことを 同 じ方 法 に よ り示 す(図7下)。

③ 公 比4の 場 合

(公 比 一1)・3組 の色 別 タイ ル は、4°-1の

形 として並 べ替え ることがで きることを生

徒に確認 させ る。

④ 色別 タイルの作 り方

公比2と 公比3の 黒板提示用 タイルの作

成方法であるが、 タイル と項数 との対応を

明確 にするために、各公比 とも項 ごとに同

じ色(初 項か ら順に、黒、緑、黄、青 、赤、

白)を 用い、公比の大 きさで裁断 した。 ま

た、教師用 と生徒用の各項 ごとの色 は同 じ

で ある。教 師用の色別 タイルは、市販 され

ているカラーマ グネ ッ トシー ト(30●×10の

である。公比2の 場合は第6項 まで1組 、

公比3の 場合は第4項 まで に354-54・2S4と

な るため、最低2組 必要 である(図7)。

黒 黒

白(1枚)白(2枚)縁(1教)費 〔11険)黄(1軟}

青(1枚)脅(4枚)脅{1枚)雰 〔1披)雰(1枚}

¥¥`使 肌 ない

〔図8:カ ラ ー マ グ ネ ッ ト シ ー ト の 裁 断 図(公 比2,3)〕
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4.指 導計画

テ ーマに基づ いて作成 した指導案の全体 図を示 す(図2)。 等 比数列 の一般 項 まで の学 習を

終了 した生徒を対象 とし、等 比数列の和 を4時 間で学習す る。

第1時 間目:日 常的な題材を用いた導入

新聞記事の紹介

「複利計算法 による積立預金」の練習(電 卓使用)一

他 の金 利 によ る練 習(パ ソコ ン使 用)

第2時 間 目:色 別 タイル に よ る具 体 的 な作 業

「色 別 タイ ル 」の作 業(1+2+22+23 ,1+2+22+23+24)一 一

生徒の解答例の発表

{興 味 ・関心 を高め るとともに、等比数列の和 の実際を知 る
。

一一禦 講 講 響 方法がない

{艦 鱗 鷺 重甑 鴛

一一艦 臓 犠 驚 規則性を

第3時 間目:色 別 タイルによる公式の証明

第4時 間 目:一 般化 とその応用

和 の 公 式 の 証 明

ス

練 習 問 題

「複利 計算 法 によ る積 立預 金」 の例へ適 用 …一一

{鵜霧 馨 方を学ぶことで・

螺 艦 膝 姦絃iO項や

{篇 菱宏蒙害獲難 与野

{艦 ご籏 謂 堕羅 輿

継 趨 繍 響で確認し・

{rSゴS。 による証明を、視覚的イメー ジを持 ちなが ら理解す る
。

黎鎌 騰 鰻 謝 で
一一劇 灘 箋離 嬰驚 とによ

〔図9:指 導全体の概略と主なね らい〕

5.授 業記録

(1)指 導案

本時の目標:公 比2の 等比数列の和 を色別 タイルによ り視覚 的に捉え、生徒 自らが並べ替え

る ことによ り、和 の規則性 を発見す る。

時閤1指 導 内 容1学 習 活 動1指 導上の留意点及び評価

導

入

5

分

復習と本時の学習内

容の説明

等比数列の和 と色別

タイルの関係の説明

・複利計算法 の例を踏ま

え、和 の計算をす る理

由を強調 す る。

(興味 ・関心)
・第何 項で あ るかが分か

るよ うに色別 されてい

ることを説 明す る。

一 板 書

1+2+22+…+210・

一 板 書

1十2十22十23十2'

=]=

=]=

。 日 目 ≡ 至
(黒)(緑)(黄)(赤)(青)

一5一



時間1指 導 内 容i学 習 活 動1指 導上の留意点及び評価

展

開

30

分

プ リン トの配布

色別タイルの作業目

標の指示

色別タイル(黒～赤)

の配布

個別指導

生徒の解答例の発表

色別 タイル(白)配

布

・補足説明 として

1+2、1+2+22に ついて演

習す る。
・消 しゴムを使わず、考

えた順 に自由に記入 さ

せ る。(興 味 ・関心)

・計算式を書 けない場合

は考え方を質問 し、指

導す る。(表 現 ・処理)
・予想 され る生徒の解答

に対す る指導方法を準

備す る。(知 識 ・理解)
・共通性 はどこか、S6

に適用で きるもの はど

れかを説明す る。

(数学的見方 ・考え方)
・全員 に再確認 させてか

ら作業 に取 り組む。

一 板書

並べ方を工夫 しなが ら、規則 を

見つ け、和を簡単 な式で表そ う

作業 ①1+2+22+23

色別 タイルを並べた状

態 を、輪郭のみを記入

する。

(図5参照)

0

0

n

X

計 算 式1自 己評価

作 業②1+2+22+23+24

(作 業 ① と同 じ)

作 業③1+2+22+23+24+25

(作 業 ① とほ ぼ同 じ)

ま

と

め

10

分

計算 式 によ るま とめ

S。=2°-1の 類推

次 回 の予 告

・2'-1の 形 にな って いる

ことを強調する。

(数学的見方 ・考え方)

・類推の段階であること

を強調す る。

一 板 書

1十2+22十23=16-1=2"-1

1十2十22十23十2"=32-1=25-1

1十2+22+23+24十25=64-1=26-1

一 板 書

1+2+22+…+210・2"-1

1+2+22+…+2° 一ｺ・2°-1

〔表2:指 導案(第2時 間 目=色 別 タイルによる具体的な作業)〕

(2)研 究授業

指導案(表1)に 従 い、都立高等学校定時制普通科第2学 年(22名 、「数学A」2単 位)の 生徒

を対象に研究授業を実施 した。以下はその様子や生徒の解答例 、参観者 か らの意見であ る。

① 導入部分

前時に学んだ複利計算法 による積立預金について復習 し、その合計額が等比数列の和 にな る

ことを確認させた。本時のテーマ 「並べ方を工夫 しなが ら、規則を見つけ、和を簡単 な式で表

そ う」を示 し、初項1公 比2の 等比数列の第11項 までの和を板書 した。そ して、具体的 に第3

項 まで提示用色別 タイルを並べ替え ることによ り、和を求め るとい う操作 を説明 した。

② 生徒 の取組み

具体的な タイルを並べ るという操作であ ったため、

生徒は真剣に取 り組んでいた(剛0)。作業の 目的がはっ

きり理解で きない生徒 には、個別指導を行い並べ方 を

例示 した。その後、内容を理解す ると、積極的 に作業

に取 り組 む様子が見 られた。ほぼ20分 間で第4項 まで

の和 と第5項 までの和 について作業を終了 した。

紺

穐 ・

鉱

、

翼 轟

〔図10=色 別 タイルの作業〕
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③ 作業の方法

生徒が作業 した結果 は、予め方眼紙のみを印刷 したプ リン ト(図5)に 、解答数を制限せず、

消 しゴムを使わず に記入 させた。

④ 生徒の解答

考え方の異な った3人 の生徒 に黒板で解答を発表 させ

(図1D、その考え方 を説明 させた。2種 類の考え方の特徴

を説明 し、第6項 までの和 に適用で きる内容 はどれか考

えさせ、さ らに白 タイルを配布 して作業 させ た。

⑤ 研究授業 の評価

終了後、研究授業 ア ンケー トを実施 した(図12)。

意見の中に、 「作業 内容の指示 において、r並 べ

方を工夫す る』 とい う言葉が生徒 に理解 しやす い

か。別の表現で表せ ないか」 とい った ものがあっ

た。 また、rr余 分 なタイルを1枚 加え、長方形

を作 りなさい』 とい う発問ではど うか」 とい う指

摘 もあ った。 「作業 を始め るに当た りr失 敗 して

もいい』 という発問 は、生徒の積極的な取組みを

促進す る」とい う意見 もあ った。

①事葭麓明の噂聞

②生融 》俸霞噂聞

③生覆の麺澱縛閥

S.瞠1+2+2'十2' S・ 量1+2+2'+2'+2'

『
axa‐i

-
7×2十1

[二
8xt-1

6x8-t

m:と めの剛町

〔図11:生 徒 の解 答 〕

● 良し 口側9●命亀あり 日 憂轍 ●ゆべ9食

〔図12:研 究授 業 ア ンケ ー ト〕

6.分 析 と考察

(1)生 徒の興味 ・関心等 について

図13は 、第4時 間 目の授業終了後に行 ったアンケー トの結果で

ある。新聞記事か らの社会問題 については、興 味 ・関心が他の項

目に比べて低い ことが分か る。生徒は具体的作 業に対 して関心が

高い結果を示 している。 また、導入時に複利計算法の積立預金の

例を示 し、電卓やパ ソコンを用 いた計算 を行 った ことは、84%の

生徒が面白か った と答えて いる。最 も関心を示 してい る色別 タイ

ルの作業は、73%の 生徒が等比数列の和 を視覚 的に捉える ことが 〔図13:生 徒の興 味 ・関心〕

で きたと答えてい る。 これ は高等学校において も、色別 タイルが

教材 と して効果的であることを示 しているとともに、数学 的な見方 ・考え方を育成す る ことが

で きると考え られ る。

(2)色 別 タイルの作業の結果 について

和の項数 ごとに生徒が考えたすべての解答を長方

形か ら1つ 少ない と考えた もの(-1型)、 長方形 に

1っ 加えた と考えた もの(+1型)、 長方形 に並 べた

もの(矩 形)と その他 に分類 し、その解答数をま と

めた ものが図14で あ る。図15か ら分か るよ うに項数

が増え るに従 い解答数 は減少 してい る。

一7一

一1型

_J-…

一十 一 ÷

-1『 …1- 一

+1型

「
1

し

1

1

ー

計算 式4×4-12×7十1

矩形

5×3

〔図14:解 答 の パ タ ー ン〕



}

第4項 までの和 では、2個 以上解答 した ものが全 タイルの作業結果(延 べ数)

体の83%で ある。 これ は、いろいろな並 べ方の工夫 生徒数20名

を試みて作業に集中している結果と判断できる・ 綴 繍 謬1

「そ の他 」が最 多(62%)で あ る。 これ は 、 この 時点 第6項迄の和

。t20鳶 so

で は発問の内容を十分 に理解 していない生徒がいる(%)

と考え られる。1■ 一理瞭 ・姻 椰Dそ の他1

第5項 までの和S5で は、解答数が半数以下 に減 っ 〔図15:色 別 タイルの解答分布〕

てい る反面・+1型 が増加 している。個数 の減少は時 授業の感想

間不足による もの と考え られ るが、+1型 の増加にっ 第2時間目(研究授業)

いて は、S5・31を30+1と 考えている生徒 が多いこと 楽しさ
時聞は足 りた

が 後 日の調 査 よ り判 明 した。 分か幅 さ

第6項 までの 和 で は 、-1型 の解 答 が75%あ る。 こ020(%)6080100

れ は、 第6項 まで の和 の 作 業 を行 う前 に 考 え方 を黒｠nい ロし峨

板 で検 討 し、2°-1を 意 識 して タイル を並 べ た結 果 と 〔図16:色 別 タ イル の生 徒 の 感 想〕

考 え られ る。

以上 の結果か ら、色別 タイルによる作 業が、生徒 の自 ら考え る姿勢 を促す と考 え られ る。

(3)あ る生徒の色別 タイルの解答について

生徒Rの 解答(表2)やVTR記 録、面接 か ら、色別 タイルによ る作業が、 どのよ うな数学 的

な思考を促すかについて分析を行った。

(1回 目の解答)初 めに長方形を考えている。1+2+2Z↓23=3x5で あるので、 この型以外の長

方 形はあり得ないが、 これ と同 じ型の解答を した生徒 は25%い た。Rは 形が安定 してい る

とい うことで、 「長方形に並べた、 と言 っている。

(2回 目の解答)3x4の 長方形 に3を 加えた ものと して考えてい るが、やや 自然で ないと考

えて○ に した との ことであ った。

(3回 目の解答)解 答 に至 るまで3分 間の間隔がある。 これは2回 目と同 じ並 べ方で はあ る

が、正方形を中心 に した考え方に変えた ものであ る。数え方の視点を変え るのに時聞がか

か った もの と判断で きる。正方形が4×4と 表せ ることか ら、 自己評価 は◎ になってい る。

(4,5回 目の解答)3×4型 、4×4型 を考え尽 くしたので、Rは2x8型 に考えを進めて

い る。4回 目は2回 目に考えた方法 と同 じく長方形の和 との見方で式 を作成 し、5回 目は

3回 目と同 じく長方形か ら1つ 不足 した とす る考 え方を してい る。

解答順序 1回 目の 解 答 2回 目の解 答 3回 目の解答 4回 目の解 答 5回 目の解答

時 間 ～40秒 ～3分5◎ 秒 ～4分20秒 ～4分50秒 ～5分4()秒

生徒Rの

色別 タイ

ル の並 べ

方

"

.』「

1-F 國 C

-

三

逝

主

工

計算式・配 諦 ・・5ゆ 3x4+3(C 4z4-1ゆ 2x7+11C 2×8-1

〔表3:生 徒Rの 色 別 タイ1Lの 解答(時 間 順)〕
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このよ うに、 「飛 び出ている所 に目が い くJた あ、 まず 、 「長方形の和 」と考え る傾向があ

り、差 の考え方 は、 「規則性 のある簡単 な式」を求 めるために、試行錯誤の中か ら生 まれてい

る。 タイルが柔軟に考え る姿勢 を養い、数学的な見方 ・考 え方 を促す教材になっていると考え

られ る。

(4)等 比数列の和の公式の理解 について

この指導案 に基づいて授業を行 った クラスと、 タイルを用 いず に授業を行 った クラスを対象

に、第4時 間 目の授業を実施後、具体的な等比数列 の問題 にっいて比較調査を行 った。公式を

用 いる練習の時 間が不足 していたため正解率 は2ク ラスと も低か ったが 、等比数列の基本事項

に関す る理解 にはあまり差 はみ られなか った。 しか し、等比数列の和 を具体的に求め る問題に

っ いて は、 タイルを用いないクラスは公式暗記型の解答 のみ だ ったのに比べ、 タイルを用 いた

クラスには、公式の証明法 に従 って解答を試みた生徒がいた。 タイルによる操作が規則性 の発

見を促 し、公式 を導 いてい くための論理的な思考を促す ことにな り、生徒の数学 的な考え方 に

影響 を与えた と考 え られ る。

7.ま とめ と今後の課題

等比数列の和の指導 において 、色別 タイルの利用 と日常的な題材 とを関連 させて指導 した結

果、次のよ うなことが分か った。

① 色別 タイルの利用 は、等比数列の和 を具体 的に視覚化 し、生徒が等比数列の和を定式化

す るため主体的な取扱いを促 し,規 則性 を発見させ るの に助 けとなった。

② 規 則性が発見で きた生徒 は、その後の学習において も積極的な姿勢が見 られ、発見を し

た経 験や操作的な学習が、学 習活動の動機づ けに効果 的で あることが分か った。

③ 導 入時に等比数列の和の 日常 的な題材を取 り扱 うことは、学習の動機づけ という観点か

ら有効であ った(図13)。

今後の課題 と して、色別 タイルの作業の時間配分を生徒 の実態 にどう合わせ るか、生徒の自

由な発想を引 き出すための発問の工夫、多 くの生徒が積極 的に取 り組むたあの討論の工夫があ

げ られ る。
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II課 題学習を通 して自ら学び自ら考える力を育てる確率の指導

概 要

生徒一人一 人が 日常生活の中か ら確率 に関す る課題を見 っけ出 し、本や資料 を調べた り

教 師の支援を受 けた りして、生徒 自らが課題 を解決 してい く指導を行 った。 また、生徒が

解決 した ことについて、生徒相互に発表 した り協議 した りす ることによ って、生徒相互に

数学 的に考え合 うよ うな指導方法の工夫を行 った。その結 果、生徒は 日常生活の中にあ る

確 率につ いて興味 ・関心を もつ ようにな り、生徒 自らが数学 的に考えて課題を解決 しよう

とす るよ うにな った。

1.研 究 のね らい

日々の数学 の授業においては、教 師が例題を解説 し、生徒 は教師によ って与え られ た問題 を

解 くとい う場面が多 く見 られ る。その結果、生徒 は数学 に取 り組 む姿勢が受 け身 とな り、高等

学校における数学嫌いの増加や理系離れの一因 とな って いると考 え られ る。 まず 、生徒 に数学

の内容に対 して興味 ・関心 を もたせ、主体的に学習 に取 り組 ませ ることが重要である。そ こで、

日常生活 とかかわ りの深い 「確率」を題材 に、生徒一人一人が課題 を見つ け出 し、 自ら課題を

解決 してい くよ うな課題学習を行い、生徒相互に数学的 な思考を高あ合 う指導方法に関す る研

究を行 う。本研究 は、以下のよ うなね らい とす る。

(1)日 常生活の中か ら確率に関す る課題 を生徒 自 ら発見 させ、課題意識 を高め るよ うにす る。

(2)課 題解決に当た って既習事項 と関連 させなが ら、生徒一人一人の方法で解決 させ る。

(3)教 師の支援や生徒相互の話合いを学 習に位置付け、数学 的な思考 を促す。

2.研 究の内容 ・方法

(1)教 材の研究

生徒の課題学習の成果か ら、生徒 自

らの力で解決で きるような 日常生活の

中にある確率の教材について考察す る。

(2)授 業展開の研究

実践授業を通 して、生徒一人一人が

解決 した内容を発表 し、相互に話 し合

うことで数学的な思考を高め るよ うな

指導方法について考察す る。

(3)ワ ークシー トの作成 と活用

学習活動 の各段 階で数学的な思考を

促すような ワークシー トの作成 と活用

方法につ いて検討 する。

(4)課 題学習の方法 についての研究

指導方法の工夫 生徒の学習活動

生徒の身のまわ
▼ が

主なね らいと
評価の観点

授業展開の
工夫 ↓ ←一

確率に関する

関心 ・意欲
態度

解決方法の
工夫 ↓ 一 一

i・ ボー・作司

数学的な考え方
知識 ・理解

團

W

グループ別学習 ←

[全 体学習]←

表現 ・処理

数学的な考え方

知識 ・理解

授業後 にアンケー ト調査を行い、生徒の興味 ・関心や数学的な思考のよ うすを考察す る。
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3.指 導方法の工夫

(1)課 題学習についての工夫

高等学校の段階において も、生徒一人一人の能 力や適性 、興味 ・関心な どに応 じて、 日常生

活の中か ら数学に関す る課題を見つ け出させ ることが可能で ある。また、課題を解決 してい く

過程で学ぶ ことの楽 しさを知 り、課題 を解決 した ときの成就感や満足感を味わわせることがで

きる。本研究で は、数学的な思考 を高 めるために、生徒一 人一人が 日常生活の中か ら自ら課題

を見つけ出 し、 ワークシー トを用いて解決 してい くよ うな授 業実践を行 う。

(2)課 題設定か らレポー ト作成まで の指導方法の工夫

生徒が見つ け出 した課題 について、解決の見通 しを教師が確認 した上で取 り組ませる。課題

解決の見通 しを立て させ るため に、課題の内容や解決の方 法 にっいての疑 問点を ワークシー ト

に記入 させる。 また、教師が生徒一 人一人 に助言を しなが らレポー トを作成 させ る。

(3)生 徒 の発表方法につ いての工夫

課題学習の成果 について、 グループ別 に発表す る方法(グ ループ別学習)と 生徒全体の場 で

発表 する方法(全 体学 習)の2つ があ る。 グループ別学習で は、課題の内容によって確率の基

本法則、独立試行、期待値 の3つ の分野に分類 し、生徒の作成 した レポー トを もとに、 グル ー

プ内で相互に発表 と協議 をさせ る。 また、全体学習では、生徒の作成 した レポー トの中か ら、

確率 に関す る発展的な課題 を含んだ ものを取 り上 げて発表 させ る。 これ らの学習を通 して、生

徒に成就感や達成感を味わわせ、課題を発展 させ なが ら数学的な思考を高め ることがで きる。

4.授 業実践

(1)指 導計画

単元名:「 確率 」 対象:全 日制普通科1学 年40名

学 習 項 目 学 習 内 容i時 間・鯛

確率と基本的な法則 確率の意味や基本的な法則について理解する。 8(時 間)

独立な試行と確率 具体例 を通 して、独立 な試行における確率を理解す る。 6

期待値とその活用 具体的な事象に即 し、簡単な場合の期待値を理解する。 6

課題設定 日常生活 の中か ら確率に関す る課題 を見出 し、解決す る

見通 しを立て る。

1

レポー ト作成 自 ら見出 した確率に関す る課題について レポー トを作成

す る。

夏季休

業中

グルー プ別学習 生徒が設定 した課題別の グループで発表、討議 をす る 2

全体学習 代表者の発表を もとに、まとめを行 う。 1

(2)評 価の観点

(関 心 ・意欲 ・態度)日 常生活 の中か ら確率 に関す る課題を見出そ うとす る。

(知 識 ・理解)課 題 を解決す るために、確率 に関係す る既習事項 と関連づ けて考える。

(表 現 ・処理)確 率 に関す る課題 の内容を数学的に表現 し、論理的に まとめて発表す る。

(数 学的な考え方)確 率 に関す る課題を解決す る過程で数学 的な思考を高め、数学的な見

方や考え方のよ さを知 る。
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(3)授 業実践

① 課題設定

ね らい:生 徒一人一人が 日常生活 の中か ら確 率に関す る課題 を見出 して、解決へ の見通 しを持つ。

指導上の留意点(0)
指 導 内 容 学 習 活 動

および評価の観点(●)

導 生徒が日常生活の中から確率に関する 具体的な事例や資料を参考にする。 ○事前に課題となるような題材を

入 課題を見出すように、具体的な事例を紹 探す。

介す る。 ●内容に興味関心を持つ。

(関 心 ・意欲 ・態 度)

展 生徒r人 一人が確率に関する課題を見 生徒「人「人が、日常生活の中 だ興味をもった

開 出す。 確率に関する課題をワークシートに記入する。

生徒「人「人が見出した課題をワークシートに

記入することで、解映の見通しを立てる。 ●確率に関する課題を積極的に見

Sl:ト ラ ンプ の役の出る確 率 出そうとす る。(臨・・鰍 ・蜘

S2:日 本 シリーズで優勝する確率

S3:宝 くじの期待値を求める ●身近なことがらを数学を用いて

表現をする。(表 現・処霞D

塞
確率に関する課題について 日常生活の中から確率に関する課題を見出すこ

とができる。

C

ー
I
I
.

.
1

、

ギ

1融 頒 艦 免 慧とミ騨 鱒 撒 鼎 騨 ④㎜ ⑤臨

2.研 究テーマを書いて下さい.

ど ん な と こ ろ を 工 夫 した り努 力 し ま し た か?
c一 響 見 て 欲 しい と こ ろ}

齢i6・ く 、 ち魔P長 ヒ つ じ

一
し去ち 彪ぺら.、づ、了ど、eレ バら 。彰あ
課 題 学 習 後.レ ポ ー トの 中 で 自 分 に と っ て 、
初 め て 鞘 見 、 感 心 、 感 動 、 気 づ い た 点

両雑 の鋤 液御 り些鋼 ろ裾 画溺 詮=轡 ・磁・擁 蹴 ゐ,

3.本 職 を通して這虞したい目楓を具体的に書いて下さい。(Mイ ントを綴って書く1
多srパ の、守 舷 λ^箏 扮 南 ヒし・う蜘

どAな 伽 襯 理^勢 后の 伽 二お ム ℃A厚 佃 級 理 ゆ3些 何 穿 ま頃 τ

<ろ ト、公 武 ・ヒ セっh7よ ろヒ{r_`,'

臨 く o、 煮 づしL均 伝 略 、 亀

G乃 ビじ1蕉郷'馳≧か わ'杉ち群.杉 づLも 衆 し,。

騰1灘 鵬 欝脚麗 曝 糊 嵩i酬㎜ く二と,
しL樫 面.r,,、'吟 ノ 、1い"

0・ す 也 重rこ ψ 毎 存A[う,30r/・ の 去 、・0声 ～bヒPの けヒロ
ニ`

ず 、づLζ'じ 輿 う

二 の 課 蟹 研究 壱遣 して碗 串 にっ い て一 書 卿 象 。闘 心 を
ひか れ た 内馴 ま何で すか?・

5.鍔 文眠を全馴駐、て下さい,{頻 繁に便った順、復禦に趣萬したい本taoをっける。
にりないとユは　レポ　ト　 じ　 もて　さいほひ

①一_一

一2再 り～2ら8

鈎にしている,駆一ジ_」_取2此 ページ

⑦膚遡L____網 曲_

蹴幽_

鈎にしていb*'PK‐ii⊥ 童⊥ ぺ彬

㊥銘」雌____舗 漉___

順祉」雌___

鍬 して.る齢..ジ り 章⊥ ぺ.ジ

m8盛 著贈名 一_

ビ「略1、 猷,・ ・診 式 ・A・ づあ'1
輸、

。 「,1伽 づ 悔}、 も《1巳"、 の イ血・

"41、}f3あ 煮 、毛AFb廉 。づ・

」膨)劇 日■巳

彦 拷 ・ら イ61、 きκ/ン

ハ『レマ`'毛 バ

1管
,だ 巧}あ とβ ♂「'

と藤 り ρ

出縦社

鍔 にしている章や鳴一ジ 量 ページ 攣提出は.鹸 藤職告書.自己騨価表、菰劇頼告書、中嬬朝告書、レポートの霞で左としで、編じること.

ー

〔課題 設 定の ワー ク シー ト〕

-iz一



② 課題の内容例

生徒が見つ け出 した課題の内容について、その一部 を記す。

(a)確 率の基本法則の分野
・サイコロの目の出方を1000回 振 って出る回数をグラフ化す る。
・合格可能性から、大学に何校合格するかを考える。
・同 じ誕生 日がいる人の確率は40人のクラスで:・%に なることを確認 し、実際に自分の クラスにっいて調べ
る。人数を変えると確率はどのように変わるかを考える。

・最初に くじを引 く場合と2番 目にくじを引く場合では、当たりくじを引 く確率は同 じである。
3番 目、4番 目……に くじを引 く場合はどうなるだろうか、確率の樹形図で考える。

・両親の血液型から生まれる子供の血液型を確率的にとらえる。
・降水確率の意味と実測統計を調べる。

(b)独 立試行の確率の分野
・サ ッカーのペナルティーキ ックをA ,B2人 で3回 行い、成功する回数が同 じとなる確率を求める。また、
回数nを 大きくしていったときA、Bそ れぞれが勝っ確率を求める。

・三角形の形に釘を打たれた台に玉がどのような割合で落ちるか実験する。
・10問をでたらめに○、×したとき正解になる確率を求める。問題数を大きくするとどう変わるか考える。

(c)期 待値の分野
・今年のサマージャンボ宝 くじの期待金額について調べる。
・電車やバスの平均待ち時間を確率で考える。
・3割 バ ッターが1試 合4回 打順が回ったとき、安打を打つ可能性を探る。5回 の場合、打率を変えたときど
うなるか も考える。プロ野球選手に当てはめて調べる。

③ グループ別学 習

グループ別学習で は一人一人が課題 につ いての発表を行 った後 、共通の課題を設定 して協議

を行 った。 ここで は3つ の グループにっいてその内容を記す。

〔(ア)トランプの確率にっいてのグル ープ〕

導

入

展

開

ま
と
め

指導内容

確率の基本法則の確認

生徒が取 り組んだ課題 につ いてそれぞれ
発表させ る。

グルー プ ごとに課題 を設定 し協 議 させ
る。

確率の求め方と利用について

学習活動

n(A)P(A)
_

n(U)

A∩B=φ の とき、P(AUB)=P(A》+P(B)

S1:ポ ー カ ー の確 率 に つ い て 。

52枚 の カ ー ドか ら5枚 を 選 ん だ とき に、 ワン
ベ ア の 出 る確 率 は、

�C,・.C:・,zC,・(.C,)'1096240
_=0.42

6YC62598960

他 の役 につ い て も発 表 す る。

S2:ブ ラ ッ ク ジャ ックの 確 率 に つ い て。

S3:ト ラ ン プ 占い の確 率 に つ い て 。

ポ ー カ ー の確 率 につ い て、 ジ ョー カ ー を入 れ た

53枚 の カー ドで 考 え て見 よ。

S1:ワ ンペ アの 出 る確 率 を求 め る。

ジ ョー カー を含 む ワ ンペ ア の 出 る確 率 は、

C.・(.C,)'183040

6」C62869685

ジ ョー カー を含 まな い ワ ンペ ア の 出 る確 率は

13C1・.C:・12C3・(.C,)31098240

6]C6

これ らは 互 い に排 反 だ か ら、

18304010982901281280

2869685

一}一_=0 .45
286968528696852869685

従 って 、 ジ ョー カー を入 れ たほ う が確 率 が 大 き
くな る。

S2:ヅ ー ペ ア の確 率 につ い て。

S3:カ ー ドを交換 す る と きの 考 え 方 につ いて 。

(ワ ンペ アの確率)〉(ヅ ーペアの確率)の ように、
身近なゲー ムについて確率 を求めて判断 すること
がで きる。

矯 躍踏点81

● トラ ンプに関す る確率を求め る
ことができる。(知 識 ・理解)

(表現 ・処理)

● 他人の発表から日常生活の中の
確率 に関する課題 を見出す。

(数学的な考え方)
● 発表 を通 して確率の求め方に関

する理解 を高める。(知 識 ・理解)

○ ポー カーのルール について確認
する。 ジョーカーは任意のカー ド
として利用で きる。

● 課題 に輿味を持って意欲的に取
り組 む。(関 心 ・意欲 ・態度)

● 日常生活の 中で、確 率を用いて
判断 しようとす る。(

数学的な考え方)
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〔(イ)独立試行についての グループ〕

コ

導
入

展
開

ま
と
め

指導内容

独立試行の確率の確認

生徒が取 り組 んだ課題についてそれぞれ
発表 させる。

グルー プご とに課題 を設定 し協議 させ
る。

pの 値 を変化 させ るとどうなるか。

巳

0●

o.e

Ple)

01

0.1

0

。01。2。30'os

rO50川 。H

独立試行の考 え方の まとめ

学習活動

P(Xニr)=nCrp「(1-P)h-「

S1:日 本 シリーズ(7回 戦)の 優勝 する確率につ
いて

・すぺての勝敗について確率 を求めた。
・過去のデータを検証 して、理論値 とほとん ど変
わ らない値に感動 した。

S2:相 撲の15日 間の勝敗 について
S3=メ ジャー リー グの勝敗について

A,Bの2チ ームが5回 戦 を行って先 に3勝 した
ほ うが優勝す る場合について、1戦 ごとのAの 勝

率をpと して求めよ。

2
P

)

P
?

ユ

ー

(

(

3

1

P

P

3
3

虹
C

P

耀
お惑-民

り

ー

(

-

　

　

が

2端鯛

i_.iP(A} =一 とな る こ とにS1=p=一の と き、z-z

気 づ く

S2:pが 大 き くな れぱP(A)も 大 き くな る

日常生活の様々な場面に現れ る様 々な独立試行の

確 率を求め ることができる。

禦 瑠 驕 窺点(O(・;

● 独立試行の確 率を求めることが
(知識 ・理解)で きる。

● 発表 を通 して独立試行に関 する
理解 を高める。(知 識 ・理解)

● 他人の発表 から日常生活の 中の
独立試行に関 する課題を見出 す。

(数学的な者え方)一

● 課題 に興味 を持 って意欲的に取
り組む。

(関心 ・意欲 ・態度)

● グラフ電卓で変化の様子 を観察
で きる。(表 現 ・処理)

●pの 値 が大 きくなればP(A)の
値が大き くな るこ とがわか る。

(数学 的な考え方)

〔(ウ)期 待 値 にっ いて の グル ー プ〕

f

II

導
入

展
開

ま
と
め

指導内容

期待値の求め方の確認

生徒 が取 り組んだ課題についてそれぞれ

発表させ る。

グルー プ ごとに課題 を設定 し協 議 させ
る。 ・

期待値 を利用 した考え方のまとめ

学習活動

値
確率

X重

P凸

Xz

Pe

XJ

Da

X.、 合 計

1A�

期 待値 二Xipi+Xzpz+x3P3+…+X・P,、

発 表例
S1:今 年 の サ マー ジャ ンボ 宝 く じの 期 待値 につ

いて

確 率分 布 表 を つ く り、期 待 値 を求 め る。

486000万
× 十3500万 × 十…=142

1000万1000万

この宝 くじを1枚 購入 するときの期待値は192円
で、158円 の損とな る。

S2=電 車の待 ち時間について

S3:ゲ ー ム の期 待値 につ い て

自分 が売 る側 の立場に立って宝 くじをつ くり、 そ
の期待値を求めよ。
(1枚100円 の くじを1000枚 発売するもの とする)

S1:賞 金総額 を少な くすれば売る側の利益が多
くなることに気づ く。

S2:賞 金総額 を減 らせぱ期待値が小 さくなるこ

とに気 づく。

確率分布表を完成させ、

期待値を求める。 賞金
10000円

1000円

200円

数
本
本
本

本

1
30
501

1
10000X・ 十1000X・1000

30

1000

150
十200x-=70

iOOO

期待値は 日常生活の場 面で損得 を数学的に判断す
るための重要な考えである。

指 導上の留意点(○)
および評価の観点(●)

● 実豫 の宝 くじか ら確 率分布表を
表すこ とがで きる。(表 現 ・処理)

● 確率分布表か ら期待値 を求める
ことができる。(知 識 ・理解)

○ 電卓を用いて全員が計算す る。

● 発表を通 して 日常生活の場面に
期待値 を適用す る考えを身につけ
るD(数 学的な考え方)

● 課題 に興味を持って意欲的に取
り組む。(関 心 ・意欲 ・態度)

● 売る側 にとっての期待値の意味
がわかる。(数 学的な考え方)

● 期待値の意味 を理解 して、 日常
生活の場面に活用 しようとする。

(数学的な考え方)

ー
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ぺ

④ 全体学習

導
入

}
展

開

ま
と
め

指導内容

代表者に発表させ る。

質問 ・協議 を させ る 。

課題 を設定 し、考え させる。

ρ藝ぎ

丁曾

澱
琶射

W

で

`

曽
、

蟹

益

『

.㌫
愛

慧

奪

註

彩

」
畢

靴
譲

煎

説

グラフか ら何が読み とれ るか。

期待値を求め させ、確認させる。

2個 のサイコロの目の差についても同 じ
になるか。

学習活動

代表者は発表を行 う。(下記)
発表内容について、 ワークシー トに記入 する。

S1=ど のよ うに確率を求 めましたか。
S2:対 称性 とは何ですか。

サイコロ2個 の目の和について確 率分布 をグラフ
に表 す。

0.2

:1:轟
23456189101112

Si:グ ラ フが 対称 で あ る ことに気 づ く。

S2;グ ラ フの中央 の値 が 期待 値 に な りそ うだ 。

S1:グ ラフ は対称 で はな い こ とに気付 く。

S2:グ ラ フの中央 の値 は期 待 値で はな い こ とに

気付 く。

グラフが対称 のときは、期待値が中央の値である
と考え られ る。

指導上の留意点(○)
および評価の観点(●)

●発表の内容に興 味をもつ。

(関心 ・意欲 ・態度)

●確率の値 を求 めることができる。

(知識 ・理解)
●確率の値 を表やグラフを用いて

表すことがで きる。(表現 ・処理)

●グラフの特徴 と期待値の関係 を類
推できる。(数 学的な考え方)

課 題 学 習 ワ ー ク シ ー ト3

[.あ なたの藤鳳のタ イトルを書きなさい.

イィづ0ρ 確 夢 ρ し くア

2.レ ポートの繕●を書きなさい●
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)ず4コ 碗 ろコ褄 。化 鋤 彦

栃1ん 、グ.多φ4いIOI二.;を 痴 自(1・ ろb)(i・4・ ・ら)(y2・ け)(z・ろ ら)

〔2r44}〔 うろ・4)dρ撃6L{多{rイ・」、ユワ逸5」ρ士1孝}h,,b弓り'しrづO

兵

境
表
渚

_一 一 一 一 一

一 一 一 一 一

一 一

一

一

一

}一

}_一 一 鳴 一一

一 一 一

一

一 一

一 一

一

一

一

一 一 一 一一

一 一 一

一 一

一 一 一

一 一

一

一

一

騨

一

一

,一

一 一

一 一

一

一 一

}一

一一 一

一 一

一

噛} 一

Il
一 一

一1一
一

一

54巧 ロq8qrOIIiユ1ろ 監昏1らIb馳rl8`炉

4 5 b つ 8 Q ゆ ll iz i3 t4

1
/
1ユqり

4'
12qり

io

{zαb

rD/

i2qb

h5!

isgb

ろb
!
ρ・Qb

夢
asgb

墨04」

1劉b

1.6-

tsg6

Sao

l2qb

(¢b
O
l24b

(S Ib 【弓 r8 iQ 1D 2i ユ2 ユう z4 計
一 「

堕
i29b

is5
!
124b

壁
ρqb

go

i2gb

56f

[刃b

ろぢ
ー
1っqb

鉛〆
凶か

io
〆

IaQb

4
/
X146

L
l2物 t

初
ぞ
4

ρ
染
埴

激
趣
鄭

ρ
閻

知

β
で

L

化
蛋
ぞ

β

籍
脈

{
蒙
確

い
硬
ビ

0
θ

ご

'

,

ノ
!

0

夢

ゴ

づ
挙
の

イ
〆
ノ
4

イ
・
0
4

の

ヒ

亀

づ

し
イ

4

ビ
一

ヂ
渉

つ

。
綬

解

ろ

'
ノ
.㌧
ず

i
躍

-
み
弟
が

イ

亀

4
す

の

わ

レ
ピ

的
認

ρ
ザ
威

∬

自

確

二
移
作

亡

'

尺
・ク

弓
絶

'
!

@
鯛

議

パ
ヒ
o

傷

櫓

弓
じ

!
畜

0
卓

目
う
詩

り

払

確

(
♪

レ
じ

0

♪
ρ

診

♂ん協
4。

㌶
酵脆紹舞認贈

業

ぐ

〔発 表 の レジ ュメ〕

一15一



III伺
一
-"

1

Il

Wu

5.ア ンケ ー ト結果

(1)ア ンケー ト集 計 結 果(対 象 生徒40名)

全 体 学 習 の最後 に、 課題 学 習 につ いて の ア ンケ ー ト調査 を実 施 した。

① 下 記 の6項 目に つ いて 、5段 階評 価 で ア ンケ ー トを実 施 した。

(5:よ くできた,4:ま あまあよ くできた,3:ふ つう,2:あ ま りよくできなかったs1:で きなかった)

(a)課 題の設定が うま くで(b)自 分の レポー トについ

きた てよ く理解 してい る

37

24%

(d)発 表の とき、他人の レ

ポー トを理解で きた

pl

l1×0%5

毘

3

」
「
2

4

戯3

2

11%嵌

Z

」
り
0
り
3

4X

(e)授 業の内容を よ く理 解

で きた

21

32瓢

鑑

【
」
【
」4

(c)発 表の とき、他人に レ

ポー トを理解 して もら

えた 15

8髭11X

3

鑛3

4

礁2

(f)課 題学習を行 ってよか

った

21

3鑑3%

9%

髭
4
鈎

② ア ンケー トか らの考察

(a)から、課題の設定が 「よ くで きた」生徒 と 「まあ まあよ くで きた」生徒を合わせ ると全体

の半数であった。 この ことは、課題の設定に当た り生徒一人一 人に十分 な時 間をかけて指導 を

行 ったことによ るもの と考え られ る。 しか し、 「あま りで きなかった」生徒 と 「で きなか った」

生徒が13%も いることは、課題の設定 の成否がその後 の課題学習に大 きな影響を与えて いる。

(b)から、 「自分の レポー トの内容 」の理解 にっいて、 「よ くで きた」生徒 と 「まあ まあよ く

で きた」生徒を合わせ ると全体の4分 の3で あ り、 自分 の レポー トの内容を事前 に学んでいた

ことによ り理解を深め ることがで きたと考え られ る。 また、 レポー トの内容をよ く理解で きた

のは、 自ら課題を見つけ出 し主体的に課題を解決 したことによる もの と考え られる。

(c)(d)か ら、相互に発表内容の理解 が深 ま ったのは、 グループ内の人数が6～7人 程度の少人

数であ った こと、3つ の課題別に グループ編成 を行 ったために各生徒が確率 に関する課題につ

いて視点が共通 していた こと、各生徒の発表 について ワー クシー トを用いて評価の視点を事前

に与えていた ことが、理解を深め る要因 になった と考 え られ る。

(e)から、全体学習の内容の理解が 「よ くで きた」生徒 と 「まあまあよ くで きた」生徒 を合わ

せ ると全体の4分 の3で あった。理解で きた生徒が多か ったの は、発表 した生徒の内容にっい

て発展 的な課題を含んで いた こと、発表 した生徒 と聞いていた生徒 との間で常に質疑が交わ さ

れていた こと、 ワー クシー トを用 いて発表内容 にっいて評価 の観点を明確 に与えて いた ことに

よ り、発表内容に興味 ・関心 が高 ま り、授業に集中 したため と考え られる。

(f)から、課題学習を行 ってよか った と思 う生徒が全体の4分 の3で あ った。 しか し、6%の

生徒 はあま り好感 を もっていない ことか ら、その原因 にっいて も検討す る必要があ る。
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(2)課 題学習 についての感想

「授業だけで は身近 な ことが らにはつなが らないと思 っていたけれ ど、 レポー トをや って 自

分な りに確率がわか るよ うにな った」 とい う生徒 の感想か ら、今回の課 題学習を通 して、数学

が 日常生活 とかかわ りがある こと、生 徒にとって既習の内容 をま とめ るよい機会であった こと

が伺 える。また、 「一っの ことが らにっいて研究 し、それを グループで協議 してみると面白 く、

確率についての興味や関心 がわいて きて楽 しか った」とい う生徒 の感想か ら、自 ら課題を設定

して追求 してい くことや相互 に学 び合 うことの大切 さを学んだ もの と考え られ る。

6.考 察

(1)課 題の設定 にお ける生徒の活動 と教 師のかかわ りにっいて

① 教師が 当初予想 していた以上に、生徒 自らが 日常生活の中か ら課題を見つけ出 してい

た。興味 ・関心が高ま り面白いとい う感想を もつ生徒が多か ったの は、たとえ同 じ分野

の課題で あ って も、生徒一人一人の視点で設定で きたことが理 由と して考え られ る。

② 課題 の設定 に当た り、見通 しが立たない生徒に対 して相談的な支援を行 うよ うに した。

一人一人 の生徒の興味 ・関心や意欲を尊重 しなが ら、生徒 自身に解決の 目標を もたせ、

数学的な見方 ・考え方 についての視点を明確 にさせ ることが重要であ る。

(2)課 題解決 の過程 にお ける生徒の活動 と教師のかかわ りにっ いて

① 数学 に対 して興味 ・関心 が高 まり、確率 について理解が深ま った要因 として、課題を

解決す る過程で既習事項 と関連付 けるよ うに した こと、教科書以外 にいろいろな本や資

料 を参考 に しなが ら、生徒 自ら課題解決 をさせ るよ うに したことが考え られ る。

② 数学的に考 えるよ うにな った要因 と して は、生徒の課題 を発展 的に考えさせ るよ うに

したこと、 グループ別学習や全体学習において数学 的な見方 ・考 え方の視点か らワーク

シー トを用いて生徒相互 に評価 させ るよ うに した ことが考え られる。

③ 課題学 習を充実 させ るために、特 に解決の見通 しや手 だて について迷 って いる生徒へ

の配慮 と して、教師 による個別指導や生徒相互の意見交換 をさせ る機会を意図的に もっ

よ うにす ることが重要であ る。

7.今 後の課題

(1)生 徒の興味 ・関心 や能 力、適性 などに応 じて 、教師がある程度の解決の見通 しを与えた

り、 グループで課題 の設定を行わせ るよ うな課題学習の展 開について検討す る。

(2)確 率以外で 日常生活 の中か ら生徒 自身 に見つ け出す ことが比較的困難 な数学の分野につ

いて も、課題学習 と してふ さわ しい教材を開発す る。

(3)生 徒が意欲を持 ち続 け、 自ら解決 の見通 しを もって数学 的な思考が発展で きるよ うに、

教師のかかわ り方や生徒相互の啓発 を促すよ うな場面や方法につ いて検討す る。

(4)生 徒が課題を まとめる過程で、課題 を数学 的に発展 させた り、人に分か りやす い表現を

工夫 した りしていけ るよ うに、 ワー クシー ト等 を活用 した評価方法を開発す る。
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皿 コンピュータを活用 した関数の理解 を深める指導 と教材の工夫
一 身近な事象から指数についての関数関係を発見する活動を通して一

概 要

生徒が身近な事象の中か ら関数関係を主体的 に探 し出 し、 これ らの関数関係 の うちで指

数の関係 にな っている事象について、 コンピュータを利用 して検証 して い く研究授業を行

った。生徒 にとって身近な事象を扱 ったこと、関数 関係 を確かめ る方法 と して コンピュー

タを利用 した ことなどにより、生徒の関数に対す る興 味 ・関心が高ま り理解 も深ま った。

1
口
け

田

摂

I

I

1.研 究のね らい

一般 に関数 の学習を難 しいと感 じる生徒が多

く、 「関数は嫌い」とい う声を聞 くこと もある。

それは、関数その ものが抽象的な概念であ るた

め、 日常生活か らかけ離れた もの として扱 うこ

とにな り、 より理解 されに くい もの とな ってい

ることが要因の一つ と考え られ る。

学習指導要領で は、 「自然現象や社会現象の

中に多 く見 られ る生成発展や衰退の様子は指数

関数で表 される ことが多 い」と述べ られ、 「具

体的な事例を通 して気付かせ ることも指数関数

の理解 を深め る上 において有意義で ある」 とさ

れてい る。

そ こで本研究で は、数学IIの 指数関数 ・対数

関数の学習 において、 このよ うな点を踏 まえ、

以下の2点 を研究のね らいと考えた。

(1)自 然現象や社会現象の中に見 られ る関数

関係を題材 にす ることにより、関数への興

味 ・関心 を高 め、理解を深めさせ ることの

で きる指導方法を工夫す る。

(2)関 数関係があることを、生徒 自らが作業

を通 して確かめる ことによ り、数学 的な思

考力を育て ることので きる教材の開発を行

う。

2.研 究の内容 ・方法

指 導 内 容

数 学II:『 い ろ い ろな 関 数』

指 数 関数 ・対数 関 数

↓
指 導 日 標

関数への興味 ・関心を高あ、理解を深めさせ
るとともに、数学的な思考力を育てる。

↓
指導方法と教材の工夫

1

、

醐 学 習T一 タ のs._,

指数 関 数 の よ うに変 化 す る 身

近 な事 象 を探 さ せ る。

'

・一・シー ・・利用T-・ の 検 勧 法 の 学 習
1

、

常 用 対数 を利 用 して 、x-y
が指 数 関 数 とな る こ との 検証

方法 を学 ぱ せ る 。

'

巨 ピ・一・・活副 収集・たデー・の検証

コ ン ピュー タ を活用 して 、収

集 したデ ー タが 指数 関 数 の よ
うに 変化 して い るか を調 べ さ

せ る 。

↓
授業実践の報告

生徒 へ の ア ンケ ー トか ら、 指 導 の成 果 を分析

す る。

〔図1:研 究の概要 と進め方〕

研究のね らいを達成するために、以下のよ うな手順で研究を進 あた。

① 身近 な事象か ら、指数関数 のよ うに変化 しているデータを集 める。

② コ ンピュータを用いて グラフを視覚的に表せ るよ うなプログラムを開発する。

③ 生徒が学習 のね らいをつかんで効率よ く学習で きる ワー クシー トを作成す る。

④ 授業 についてのア ンケー ト調査を行 い、分析 ・考察 す る。
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3.指 導方法 と教材の工夫

研究のね らいに基づ き、次の ような指導方法及び教材 の工夫を した。

(1)課 題学習の導入

生徒が 日頃か ら苦手意識を持 っている関数への興味 ・関心を喚起 し、生徒 の主体的な取組 み

をね らい とする課題学習を行 う。数学IIrい ろいろな関数 」の指数関数の学 習を終えた2年 生

を対象 と して、次のよ うな課題 を夏季休業 中に与え る。

〔課題〕:身 近な 自然現象や社会現象 の中か ら、指数 関数 のように変化 していると思われ る

データを探 し、そのグラフを描 く。

これ は、具体 的に以下の2点 を指導上 のね らい とした もので ある。

① 主体的にデータを収集 させ ることにより、身近 な現象 の中に潜む関数関係 に興味 ・関

心を抱かせ、 その後の学習への動機付 けとす る。

② データを グラフ化 しなが ら関数関係にな るもの を探 し出 し、その 中か ら指数関数の特

徴 を捉えてい くことによ って、指数関数 についての理解を深あ させ る。

(2)ワ ー クシー トの作成

夏季休業 中の課題で生徒が探 して きたデータが、実際に指数関数 のよ うに変化 しているか ど

うかを検証す る方法 として、次の性質 を学 ばせる。

〔性質〕:2変 数X一 ンが指数関数 の関係な らば、x-Iogン は1次 関数 の関係にな る。

この性 質を具体的な作業を通 して理解 させ るために、 ワー クシー トを作成 した(動 。 ワー ク

シー トで は指数関数 ン=2Xを 例 と して、まず表やグラフか らx‐logyの 関係を発見 させ、次 に

数式 を用いてその関係を導 けるよ うに工夫 を した。

この ワークシー トを利用 した授業で は、以下の2点 を指導上 のね らい として いる。

①X-logyの 関係を発見 させ る過程を通 して、数学 的な思考を促す。

② 対数を用 いた検証方法の理解を通 して、数学 的な見方や考え方のよさを認識 させ る。
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(3)コ ンピュータの活用(簡 易 ソフ トウェアの開発)

夏季休 業中の課題学習で探 して きたデー タが指数関数

に近い もので あるかど うかについて、(2)で述べた性質 に

従 って、 コンピュータ画面で検 証で きるよ うな簡易 ソフ

トウ ェアを開発 した(使 用言語はN88一 日本語BASIC)。

開発の 目的 は次の2点 であ る。

① 生徒が主体的に取 り組め る体験的な学習を行 う。

② 検証作業の効率化を図 る。

この簡易 ソフ トウェアの仕組みの概要を図3に 示 した。

授業では、 コンピュー タを1人 に1台 を使用 させ、こ

の ソフ トウェアを用いて次の作業をさせ る。(※)で 点がほほ醐 上に並んでい
れば、指数関数 に近 いと考 える。

① 夏季休業中に探 して きた各生徒のデータの検証。〔図3
:簡 易 ソフ トウ ェアの仕組み〕② デ

ータにはない未知 の値の推測 。

探 してきたデー タをx,yの 僚

と して1組 ずつ 入力 してい く。

W

入 力された値 を座標 とする点 が

x-Y'1`-1011とx-Y平 面に現れ る。

(た だ し、Y=logy)

'

x。Y平 而土の点 を、f設小2乗 法

に よ りii.線で近似す る。(※)

'

直線の方程式か ら指数関数の式

を逆 算 し、その グラフをx-y平

而上にlinく。

■ 入 力 練 習(携 帯・自動車電話の契約数の推移)

年 契約敦(偶) 年 契絢敗(祠)
昭穐o年 〔x,　一一 一-一

一旦L彗一〔x二P

62T(x=一 一-

63年 〔x-一 一 一.一 一

平戒元年 〔x=

]6210](r=6

__%IIZ(y=9

1507tE(r=15-一 一冒冒皿 一一冒7冒

7y2RBE5(r=217

〕4895闘 〔y=19

〔
一

甲成
=

'「 一

一

年 〔x冨6〕,137塾1雌
住 ⊆X=-_」17125/5[Y二 』L3L
艇 器三璽L‡2旦3筐鋤 二21J-1〕.
K.(x_9111371%9[y=123 _
年 〔x=10〕1020/OL1[r=1020`〕一 一一 一2年〔

z= ]86&YIB(r=86 4(x=IU'15307967[r=1530.87
(郵政省 惰鞭通信続計より}

①rx座 標の最小Mと 駁大前を入力して下さいjr,
最小傭に0.最kNに20を 入力する.
(xの 確の入J/KDBの 設定}

②x.rの 轍を1餓 ずつ入力する.

(デー9の 人力》

匪調

入力を間違えたときは、

囮 キー.[i__sJ#一 を咽爵に糎し.
入力を①からやりRす.

監

圖

・
回
回
回
回
縄

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

y

y

y

y

y

y

③7.btp7t
UhO147)る と脚o回 と入力するコ ・xy-・ ・祠

④x-Yグ ヲフ(HM)とx-yグ ラフ(指敦曲㈲ が播かれる.

⑤s)s-trotと.x-yグ ラフのy軸 のスケールが変更できる・
(匝墨昏一を押†ご に ㎜ 圃50面一'1㎝04500-」100ト噸50→10と変化†る,

⑥ 画而を印馴したい場合は 鰍 一を押弘

⑦ 置亜}ギ ーを押すと最勿の画面に戻り.別 のデータの入力ができる・

〔図4:入 力練習のプ リン ト〕

また、授業の初めに ソフ トウェアの操 作に慣れ さ

せ るため、 「過去12年 間の携帯 ・自動 車電話 の契

約数」のデータを用いて入力練習を させ る(図4,図5)。

〔図5:簡 易 ソ フ トウ ェアの画 面(図4の データを入力したもの)〕

以上の ような指導方法や教材を もとに して、次のよ うな指導計画を立てた。

指 導 計 画

◇夏季休業中の課題学習(指 数関数の学習の終了時)

身近 な事象の中か ら指数関数の ように変化 しているデ ータを探 させる。

◇第1時 間 目(対 数関数 の学習の終了時)… …普通教室 にて

指数関数であ るかど うかの確認方法を、 ワークシー トを利用 して理解 させ る。

◇第2時 間 目(第1時 間 目の直後)… …パ ソコン教室 にて

夏季休業中 に各 自が探 して きたデータにつ いて、実際 にコンピュー タを利用 し

検証 させ る。また、 データにはない未知の値を計算 により推測 させる。
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4.指 導案(第2時 間 目)

《本時の 目標》

・課題学習で探 してきた データが指数関数のよ うに変化 してい るものか どうかを、 コンビ

ユー タを 利 用 して調 べ る。

・プ リン トア ウ トされ たx-logシ の グラ フか ら、 適 当 なxの 値 に 関 す るlogシ 値 を 読み と

り、対数表を利用 して ンの値を推測す る。

時 問

導 入
5分

展 開

40分

まとめ

5分

指 導 内 容

○前 回の学習 内容 を復習 する。

○ 夏休 み の課 題 と して 提出 さ

れ た もの の 巾か ら、1つ を例

題 と して 取 り上げ 、 その課 題

が指 数関 数的 に変 化 して い る

か ど うか を、 コ ン ピュー タを

利 用 して調 べ させ る。

ブ リン トア ウ トされ たX-

Y平 面上の グラ フか ら、x=

12(平 成9年 度)に お け るy

の 値(未 知の 値)を 推 測 させ

る。

○ 自分の 提 出 した夏休 み の課

題 のデ ー タが、 指数 関数 的 に

変化 して いるか どうか を、 コ

ンピ ュー タを利 用 して調 べ さ

せ る。

プ リン トアウ トされたx-

Y平 面上 の グ ラフか ら、 未知

のyの 値 を推測 させる。

○時 間的 に 余裕 ので きた 生徒

に は、 用意 した 別の デー タ を

考察 させ る。

O身 近 な 事象 の中 にあ る関 数

関 係にっ いてま とめ る。

学 習 活 動

一般に、指 数関数y=a`に おいて,Y=logy

とお くと、x-Y平 面上 のグ ラフが直線 にな る

こ とを確認 する。

例題 「携帯 ・自動車 電話契約 数の推移 」の デ
ー タを、簡 易ソフ トウェアの操作 方法 のプ リン

トに従 って コン ピュー タに入 力 し、契 約数の 伸

びが どの ように変化 してい るか を考察 する。

グラフをプ リン トア ウ トする。

Y冤 一yグ ラ フ

い　 い

誕=

1:=

繋:

1:ノ;
.,

0

ヴ

L

6

2

0

0

翼

-

灘
卸

このグラ フか ら、x=izに お けるYの 値 を読

みと り、対数 表を利 用 してyの 値を推測す る。

Y-3.35

10gy=3.35=310.35

=109io'十lo8Z .ia(対 敗 裏 の 利 用 》

=iog(io'xz.za)=iogzzao

.'・y=2240

した が っ て 、 平 成9年 度 の 携 帯 ・自 動 車 電

話 契 約 数 は 約2240万 件 に な る と 推 測 さ れ る 。

各 自で探 して きたデー タをコ ンピュー タに入

力 し、x-Y平 面 上の点 がほぼ直線 上に あるか

どうかを調べ る。

適 当なxの 値 に対 す るYの 値 を グラフか ら読

み と り、計算によ りyの 値 を求 める。

(提出用 プ リン トを使 用す る。)

余裕 のある時は、練習問題1、2の デー タをコ

ンピュー タに入 力 し、 ブ リン トア ウ トされたx
-Y平 面 上の グラ フか ら未知のyの 値 を推測 さ

せ る。

x-yの 関係 が指数 関数の関 係に あ るか ど う

かは、x-Y(Y=logY)の 関係 か ら判断 す

る ことがで き、未知の 値の推 測も可能 であ るこ

とを確認 する。

☆指 導上の留意点 、★評価

☆夏休 みの課題 についての総 評

を簡 単に述べ る。

☆コ ンピュー タの操作方法 を説

明す る。

★x-Y平 面上の点の並 び方か

ら、契約数 の伸びがほぼ 指数

関数の ように変化 してい るこ

とが確認 でき る。

(知識 、理解)

☆コ ンとユータが描い たグ ラフ

をブ リン トア ウ トする方法 を

説明 する。

☆今後 も、yの 値 が指 数関数 の

よ うに変化 し続 ける ことを前

提 と してい ることに留意 す

る。

★ 対数表 を利 用 して、Yの 値(=

logyの 値)か らyの 値 を求

め ることがで きる。

(数 学的な考 え方)

☆実際の データは、 コ ンピュー

タで得 られた値の10000倍 に

な ることを注意す る。

☆指数関 数 と予想 されるデー タ

を見つけ られ なかった生徒 に

は 、用 意 した デー タ を確認 さ

せ る。

★ 夏休み の課題 のデー タが、指

数関数の ように変化 してい る

かど うか を確 認す ることがで

きる。(表 現、処理)

☆x-Y平 面上の グラフが直線

にな らない場合につ いては、

別のデー タを用意 して考察 さ

せ る。

★x-Y平 面上の グラ フか ら、

未知のyの 値 を推 測す ること

がで きる。(数学的 な考え方)

★指数 関数の ように変化 して い

るかと うか をコン ピュー タを

利用 して確認 で き、さ らに、未

知 の値 を推測 で きる。

(知 識、理解)

☆身近な 事象の中にあ る関数関

係はさ まざまで、 中には関数

関係 を見出せな いものも多い

ことを淺意す る

☆他の関 数関係に なってい るも

の については、別 の検証方法

があ るこ とにつ いて もふれ て

お く。
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5.授 業実践

指導計画に基づいて、全 日制普通科2年 生(数 学II:習 熟度別授業3ク ラス75名)を 対象

に研究授業を行 った。

(1)夏 季休業 中の課題学習

数学IIの 指数関数の学習が終了 した時点で、身近 な事象の中か ら指数関数のよ うに変化 して

いるデー タを探す課題学 習をさせた。参考 資料 と して、理科年表か ら 「楽音の周波数」を取 り

上げ、 ド(C)の 音 について、横軸 に ピア ノの鍵盤の位 置、縦軸に周波数を とって グラフ化 し

た ものを示 した。 このため、提 出された課題 の中 には、理科年表を利用 して 自然現象 について

調べ たものが多か った。提出 された ものの

うち、2変 数が比較 的、指数関数の関係 に

近 いと思われ る ものにつ いて右の表にまと

めた(表D。 提 出 した生徒の約7割 が、2種

類以上の資料を調べ るなど、積極的に課題

に取 り組んでいた。 また、指数関数かど う

かの判定 は、6割 の生徒が グラフの形 か ら 〔表1
:夏 季休業中の課題 の内容〕

おおよその判断 を していた。

(2)1時 間 目 「x一 ンとX-logン の関係の確認 」の授業

ワー クシー トを利用 して、指数関数 ン=2xの κ一 ンの対応表を作 り、 グラフを描かせた。ま

た、logン の値 については、常用対数表を利用 して求 めさせた後、log2°=nlog2ニ0.3010nの

関係を確認 した。X‐logy平 面に点 をと らせると、生徒は直線 になることに驚 き、興味深 く

取 り組ん でい た。X一 ンとx-10gシ の関係 につ いて は、 ン=2Xの 両辺 に常 用対数 を と り、

logン=(log2)xの 式を導 く過程を、ワーク シー トを利用 してて いね いに説 明 した。授業後の ア

ンケー トによると、4分 の3の 生徒が、 この関係 につ いて 「理解で きた」またはrほ ぼ理解で

きた」 とい うことであ った。次 に、 ワー クシー トの裏面 に用意 した ン=3X、 ン=3X、 ン=3・4X

の3題 の練習問題を解かせ た。初め、

logン の値 の 計 算 に 戸 惑 う生 徒 も見

られたが、その規則性を発見す るとス

ムースに グラフまで描 くことがで きた。

練習問題の解答 は、教室にあるモニ タ

ーを利用 して作成 した簡易 ソフ トウ ェ

アの画面で確認 した。 データを入 力す

るとす ぐにグラフ表示をす る仕組み に、

ほとん どの生徒が興味 を持 って画面 に

集中 していた。

(3)

自然現 象 に つ
・水の温度 に対 する蒸気圧の 変化

い て調 ぺ た も ・物質の温度 に対する溶解度 の変化

の{31件) ・時間 に対する細胞分 裂数の変化

社会現象につ ・年齢 別死亡者数の推移

い て調 ぺ た も ・世界の人口の推移

の(8件) ・都民 の消費支出の推 移

・ガンによる死亡者数の推移

蓄r-一_

垂
蹄 ㌧騨脳藩

、嘉 議

拷謙 纏'繍 轍

薮KN 、
'気 聾 ・

麹
2時 間目 ヂコンピュータを活用 して 潔一 ンの関係 を検証 し、未知の値 を推測する」授業

コンピュー タの操作方法 および簡易 ソフ トウ ェアの使用方法についての解説 を含め、例題 と

して 「携帯 ・自動車電話の契約数 」にっいての データを入 力させた。初あて コンピュー タに触

る生徒の戸惑い もあり、計画 した以上に時閤がかか って しま った。特 に、 プ リン トアウ トす る
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際 に、プ リンタの都合で多 くの時間を とられて しまい、1人 の教員では十分な巡 回指導が行 き

届かなか った。生徒の感想に も 「関数の数値 を入力するよ りもプ リンタを使 うことの方が難 し

か った」 というものがあった。データを入力す ると、 κ一 ン、X-Y平 面上 に同時に点を とり、

x一 ンおよびx-Yグ ラフを表示 して くれ るため、生徒 にとって検証が瞬時に確実にで き、興

味 ・関心 を持 って取 り組んでいた。

しか し、今回の方法では、x‐logyグ ラフがほぼ直線 になった生徒 にとっては、x一 ンが指

数関数に近 い ものであ るという確認がで きたが、直線にな らなか った生徒に とって は、指数関

数で はないとい うこと しか確認で きない。そ こで、 このよ うな場合には別の方法で検証する必

要があ り、生徒へ の十分な説明がで きなか ったのが課題 である。 また、未知数xの 値 に対す る

ンの値の推測につ いて は、過去のデー タか らその関数関係 を導 くことがで きれば、未知の推測

も可能であるとい うことにつ いて、興味 を持つ生徒が大変多か った。一

r・r敏 ・}衷 垂 ビ`Y,1う 煙 齢"・7

a`h;ititn、 ・,縮 考駄閃 激L・6・ て・・f・りて'

鱗 ・1,・ ・丁・・穐 綱 離 長.{、 娠 、・

動 ち 凡f・ 馳lf幼 こ9・「t:。

〔図6=提 出された課題 レポ ー ト〕6
.分 析 と考察

(1)X‐logyグ ラフと片対数方眼紙

X‐logyグ ラフは、一般 には片対数方眼紙を利用 して描 かれ る。当初 はこの グラフ用紙の利

用 を考えた。 しか し、初 めて使用す る生徒に とっては、 ンの値を取 るだ けでlogyの 値を表示で

きる対数 目盛 りは扱 いに くく、理解を妨 げる要因になる。そ こで 、ワー クシー トの中で は縦軸

はY=logン とおき、Yの 値 を計算 させて一般の 目盛 りに とらせ る ことに した。 この結果、授業

後 のア ンケー トに も見 られるよ うに、 κ一 ンが指数関数の とき、x-Y(Y=logン)は 一次関

数 になるとい うことの理解が容易 にな った と考え られ る。また、結果を コンピュー タで表示 さ

せる ことによって、生徒が関心を もって画面 に集中 し、効果 的な場面をつ くることがで きた。
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(2)関 数への興 味 ・関心

課題 を提 出 した直後 とコンピュータを活用 した授業後の2回 にわた り、関数への興味 ・関心

の変化にっいてア ンケー ト調査を行 った(図7)。

授業の前後で興味 ・関心の変化が大 きい ことが わか る。授業前で は 「関数は難 しい」や 「関

数 は好 きになれない」などの否定的な感想が 目立 ったが、授業後で は 「身近な ところで関数を

見つ けることがで きて興味が

もて る」や 「コンピュータに

よ って、数値が具体的 にグラ

フで表 されて実感がわ いた」 課題提出後

などの肯定的な意見 も多 く見

られ るようになった。身近 な

事象を取 り上 けた こと、自 ら

探 し出 した ものを検証 した こ

と、そ して、 コンピュータを

活用 した ことなどによ り関数

への興味 ・関心が高まった と

いえ る。

(3)コ ンピュー タの活用
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〔図7=関 数 への興味 ・関心〕

今回の授業 について9割 を越え る生徒が、 コンピュー タをUっ もと麦わら喧艦L

活用 した授業 について 「曲線 や直線がきれ いで グラフが見 や

す く関数が理解 しやすか った」などの肯定的な感想を持 った

(図8)。高等学校数学指導資料 「指導計画の作成 と学習指導 の

工夫」(平 成4年 文部省)に よれば、 コンピュー タを活用 し

憲糞駕 堅㌔」遥麓纂翼;雅窪蝋 饗禦:%凝1
今回の授業 については、生 徒が主体的に取 り組 む姿勢が 見 ら

れ、学習への関心が高 まった と思われる。 また、データが指

数関数のよ うに変化 してい るか ど うかを検証す るたあの便利

な ソフ トウェアを開発で きた と考えている。 〔図8:コ ンピュータを活

用 した授業の感想〕

7.ま とめと今後 の課題

今回の研究では、身近な 自然現象や社会現象を題材 とす る課題学習及び コンピュー タを活用

す る授業により、関数への興味 ・関心 を高め ることがで きた。 また、2つ の変数の間に関数関

係が発見で きれば、未知の値 の推側 も可能であ ることを実感 し、関数 についての理解が深 まっ

た。 これ らの経験か ら、事 象を数学的に考察 し、数学的な見方 や考え方 を活用 しよ うとす る態

度が養われたと考え られ る。

今後、指数関数以外の関数 にっいて も広 く検証がで きるよ うに、両対 数を用 いた検証 プログ

ラムの開発やそれを利用 した指導方法の研究を進 める必要 がある。
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